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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文において重要な章は、以下の三章である。 
 第１章 東アジアの茶道文化 
 第２章 近代日本女子教育と茶道 






究している。その中で、特筆すべきは、第３次の「朝鮮教育令」の時期（1938 年から 1945 年まで）に関する研究で
ある。因みに、第１次の「朝鮮教育令」の時期とは、1910 年の韓国併合から 1921 年まで、第２次の「朝鮮教育令」














女子専門学校とにおける教育－に（日本式）茶道が取り入れられた。1940 年には、朝鮮半島の 47 の女子高等学校と
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女子専門学校で、（日本式）茶道がその教育に取り入れられた。1941 年には、朝鮮半島のほとんどの女子高等学校と
女子専門学校とで、茶道教育が行われるようになった。 
 以上のことを、論者は、当時の雑誌や朝鮮総督府関係の資料をもとに、説得力のある形で、論述している。また、
当時の茶道教育を受けた女性たちの貴重な証言も得ている。ただし、第１章、第２章の分量を、極力抑え、第３章を、
分量の点からも中心にして、研究がなされたら、より高度の論文ができたのではなかったかという意見も出された。
また、朝鮮半島における喫茶の歴史、茶道の伝統、こういったことについて、第１次資料に当たり、研究すべきでは
なかったかという意見も出された。だが、総じて、研究テーマといい、研究内容といい、優れた論文と言え、博士論
文、最終試験、いずれも、全員一致で、合格に価するものと判断した。 
